











教」（Homilia dicta tempore famis et siccitatis）である。彼の残存する救貧説教は、第 6
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（7）この一文について英訳は次のように記す。And by their repentance, as all were instructed together, the divine 
Word counted them saved. 即ち「そして彼らは全員が諭しされたので、その悔悛によって神の御言葉は
彼らを救われた者と認めた」。英訳で the divine Word と訳されている o( qeo/pneustov lo/gov は聖書の一
書、一節を指すのであって、qeo/pneustov が神を形容することはない。また dies/wsen （diasw/zw のア
オリスト形）には「救う」という意味と並んで「保持する」「維持する」（preserve, maintain）の意味が


























（9）「孤児のように」（w(v o)rfano/n）の一節についてここでは次のように解した。まず英訳はここを the 









(10) この一文に見られる to/kwn（利息、元来は「子ども」の意） と te/kh （産み出す）は語呂合わせとなっ
ている。
(11)  英訳はここを次のようにする。God is right to be angry, though he is delaying punishment for the fullness of 
time, since those who practice greed and who gather excessive wealth are now making the most of this power in 
what they have stored away. この訳については、原文冒頭にある主動詞にあたる deica/twsanが訳されて
いないこと、そして rightに当たるギリシア語が不明であって、むしろ金銀のもつ力というものがあ
るとすれば、その力によって「怒った神」が罰を引き伸ばすであろうと述べられていると解する。a!n 
parelku/sh|（pare/lkwの接・アオ・３人称単数） は a!n ＋アオリストであって、未来のことを表す。
(12) 「渡し舟」（po/rov）とは、善をなすことで降雨をもたらすなら、天の国へと至る船に乗ることができ
るということと推定される。Holman, The Hungry Are Dying, p.187　を参照。

































(15) ヨシュア記 7章 19節から 25節を参照。
(16) 民数記 25章 6節から 15節を参照。
(17) 英訳は原文に見られる yuxai=v と a)nqrw&poivをつなげて「霊的人間」と捉えて「霊的成熟」（spiritual 
maturity）とするが、両語の位置が離れていることと両語とも名詞であることからこの読み方は取らな





































































(20) 列王記下 17章 1節から 7節を参照。なおここでバシレイオスがカラスについて「鳥のなかでももっと
もがつがつ食べる大食漢」と述べるのは興味深い。





































































人だ（マタイ 25章 34節）。パンを供給する者は万人に先立って呼ばれる。善き人（o( 
































フィランスロピアの実践を主張していた。J.Kabiersch, Untersuchungen zum Begriff der Philanthropia bei 
dem Kaiser Julian, Klassisch-Philologosche Studien 21, Wiesbaden; Otto Harrassowitz, 1960 を参照。なおバ
シレイオスは続く箇所から明らかなように、この説教では「フィランスロピア」の使用を控えて「兄
弟愛」（filadelfi/a）を強調して語っている（309B; 316B[koinwniko/vと共に ]; 325B;325C）。



































(25) 創世記 39章 8節以下を参照。
81－　　－
カイサリアのバシレイオス「飢饉と旱魃の時期に語られた説教」
の魂からその集合を作っているとするならば、本来これはそれぞれの魂にも該当する
ことであろう。
9　むすび
　今のこと、そして醜い利益のおかげであなたが捨て去らない将来を理性的に考えて
みよ。身体、つまりあなたの表徴は［死後］あなたを置き去りにするであろう。予期
された裁判官、確実においでになる方の出現に際して、あなたは名誉の授与や天の栄
光をみずから締め出すことであろう。至福の生の代わりに永く消えることのない火、
地獄、刑務所、諸々の苦の中に永遠の悲嘆［の扉］を開くことだろう。母親や養育者
が幼い子どもについてしばしば行うように、母親か養育者のように私が偽りの物語で
あなたを脅かしていると考えないように。幼い子どもたちが秩序なく際限なく泣き喚
くときに、母親は（328C）作り話をして黙らせるものだからだ。［しかし］これは作
り話ではなく、偽りなき御声によって告知された実話である。そして福音書の警告に
従って次のことを精確に知れ。「［律法の］一点一画も過ぎ去ることはないだろう」（マ
タイ 5章 18節）。しかしながら墓の中に隠れている身体は復活し、死において［身体
から］締め出された魂自身は再び身体に住まうようになる。生きてきた者たちの精確
な吟味は行われるだろうが、他人が証言するのではなく、良心自身が証言を行う。各
人には義しい裁判官によってふさわしいことがはかられていくことだろう。この方に
ふさわしいことは栄光、権能、賛美であり、それらが世々に至るまであるように。アー
メン。
付記　本稿は、科学研究費補助金（基盤研究（c）：「四世紀カッパドキア教父の救貧の思想と
実践」）の交付を受けてなされた研究成果の一部である。
